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１． はじめに 

 谷津干潟（図-1）は，千葉県習志野市に位置する

面積約 40haの潟湖干潟である．干潟周囲は，住宅や

道路に囲まれ，周辺の憩いの場となっている． 

 谷津干潟では，大型藻類であるアオサが異常繁茂

するグリーンタイドが発生し，干潟内や周囲に悪影

響が出ていた 1)2)3)．しかし，2017・2018年はグリー

ンタイド（図-2）が完全に消滅した． 

 本研究では，2017・2018年にグリーンタイドが消

滅した原因として外的要因（東京湾）に着目し，検

討を行った． 

２．2017 年グリーンタイド消滅原因の検討 

(1)東京湾からのアオサ流入 

 谷津干潟は，高瀬川と谷津川の 2河川により東京

湾と海水交換を行っており，（図-3）東京湾のアオサ

はこの 2 河川から谷津干潟に流入している． 

(2)東京湾の赤潮の検討 

 図-2 をみると，6/23 に 12ha あったグリーンタイ

ドが 7/24 には 1ha，8/22 には 0ha になっている，7

月中旬の赤潮・青潮の流入からアオサが急激に減少

したという情報（谷津干潟観察センター）から，6

月～8月の赤潮・青潮との関係について解析する． 

 2017 年 6/1～8/31 の 1 時間毎のクロロフィル a 変

化を図-4に示す．クロロフィル aは植物プランクト

ン量の指標となり，クロロフィル aが 50μg/l以上の

ものを赤潮と定義されている 4）．図-4では，全体的

に赤潮を示す 50μg/lを超える日が多く，7/12～14に

かけては 10倍の 500μg/lを測定しており，大規模な

赤潮が発生したことが分かる． 

(3)東京湾の青潮の検討 

 2017 年 6/1～8/31の 1時間毎の DO 変化を図-5に

示す．青潮の原因となる貧酸素水塊は一般に DOが 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 谷津干潟の位置 
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図-2 グリーンタイド面積（2016～2018） 

 

 

図-3 谷津干潟 
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約 3mg/l 以下となる状態である 5)．8/18～19 にかけ

ては DO が最低で 0.17mg/l であり，3mg/l を下回っ

ていることから青潮の発生があったことが考えられ

る． 

(4)2017 年のグリーンタイド消滅原因 

 図-4，5 から大規模な赤潮と青潮が発生したこと

から，2017年は赤潮・青潮によりグリーンタイドが

消滅したと考えられる． 

３．2018 年グリーンタイド消滅原因の検討 

(1)水温変化によるグリーンタイド消滅の検討 

 図-2をみると，7/13に 2ha あったグリーンタイド

が 8/13 には 0haになっている．2018年は 2017年と

は異なり赤潮・青潮の発生情報がなかったため，グ

リーンタイドの主要発生要因と指摘されている水温
2）に着目する． 

 東京湾の浦安沖のデータ 6)をみると．2014～2018

年の 1時間毎の測定により 30℃以上を測定した回数

は図-6の結果となった．図中には比較のために 9月

のグリーンタイド面積を示している．30℃以上を測

定した回数は，2014・2016・2017 年が 10 回程度で

あるのに対し，2015・2018 年は 10 倍の 100 回程度

であり，水温が高い年であることが分かる．9 月の

グリーンタイド面積と比較すると，水温が高い年で

ある 2015・2018年のグリーンタイド面積は小さく，

高水温ではグリーンタイド面積が減少することが分

かる． 

(2)2018 年のグリーンタイド消滅原因の検討 

 (1)の結果から，2018年は高水温によりグリーンタ

イドが消滅したと考えられる． 

４．まとめ 

 本研究では，外的要因（東京湾）に着目し，2017・

2018 年のグリーンタイド消滅原因の検討を行った．

その結果，2017年は赤潮・青潮によりグリーンタイ

ド消滅，2018年は高水温によりグリーンタイド消滅

という結果が得られた． 
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図-4 1 時間毎のクロロフィル a 変化（2017/6/1～8/31） 
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図-5 1 時間毎の DO 変化（2017/6/1～8/31） 
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図-6 30℃以上を測定した回数と 9 月のグリーンタイド面積

（2014～2018） 
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